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１．はじめに 

 近年，局地的な大雨の発生回数が増加しており，全国各地で水害が発

生している．浸水被害に対するソフト対策として，各自治体では洪水・内

水氾濫のハザードマップが個別に作成され住民に提供されている．しか

し，気候変動による影響として強い熱帯低気圧の出現数の増加が予測さ

れており高潮被害のリスクも高まっている．つまり，今後は洪水・内水氾濫

と高潮が同時生起するような複合災害を考慮し，それを想定したハザード

情報の提供が必要とされるだろう． 

 本研究では，愛媛県松山市三津地区を対象として高潮発生を考慮

した内外水複合氾濫解析を行い，想定される高潮が内水氾濫のシミ

ュレーション結果に及ぼす影響について検討を行った． 

２．研究方法 

2.1 都市域氾濫解析モデル NILIM2.0  

NILIM2.0 は国土交通省国土技術政策総合研究所が開発した都市域

氾濫解析モデルである 1)．本モデルは河道モデル，氾濫原モデル，

下水道モデルで構成され，河川からの破堤・溢水に起因する外水氾

濫，下水道からの溢水による内水氾濫，これらを組み合わせた内外

水複合氾濫を解析できる． 

2.2 解析対象領域 

 本研究の対象領域は，図-1 に示す愛媛県松山市三津地区（三津

浜，宮前）とした．この地区は 2 級河川の宮前川の最下流部であり

河口は三津浜港である．海岸近くの低地であり過去に高潮被害を受

けている地区である．また雨水下水道の排出部が集まっているた

め，内水氾濫も発生しやすい場所といえる． 

2.3 モデル構築と計算条件 

 モデルに入力するデータは，地形デー

タ，下水道管網データ，降雨である．地形

には，基盤地図情報数値標高モデル

(DEM5A)を使用した．下水道管網データ

は，人孔数 3,220，管路数 3,449，ポンプ場

数 5 である．宮前川の上流端には 0.5 m3 s-

1の流量を与え，下流端には潮位を与えた．

計算期間は平成 13 年の新居浜降雨のピー

ク時である 15：00 から 19：00 の 4 時間

である．この降雨は「まつやま内水ハザー

ドマップ」作成の際に使用されており，そ

図-3 最大浸水深図 図-4 解析対象範囲における

「まつやま内水ハザー

ドマップ」 
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図-2 内水氾濫ハザードマップの算定

に用いられている降雨波形 

図-1 解析範囲 
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の降雨波形は図-2 のとおりである．構築したモデルによる内水氾濫解

析の結果を図-3 に示す．また，「まつやま内水ハザードマップ」を図-4

に示す．これらを比較したところ，浸水深が過大評価される傾向はみら

れるものの，浸水範囲は概ね一致していることが確認された． 

 次に，上記で構築したモデル（Case01，潮位に一定値 1.5 m T.P.を与え

たもの），及び愛媛県の高潮浸水想定区域の作成に用いられた潮位設定

を参考にして設定した潮位変動（図-5）を与えたモデル（Case02）の結

果を比較することで，内外水複合災害の影響を検討した．  

３．解析結果と考察 

Case01 と Case02 の 11820 s(計算開始約 3 時間 20 分)の浸水状況をそ

れぞれ図-6 と図-7 に示す．図-6，図-7 には浸水深と管路の満管率と人孔

の溢水状況も示している．Case01，Case02 を比較すると，大部分では浸

水深，管路満管率に違いは見られない．しかし，図中黒枠の範囲におい

て，Case01 では浸水が確認できないのに対して，Case02 では浸水が確

認できる．また，図中緑枠の範囲では Case01 で人孔からの溢水は確認

できないが，Case02 では，多くの A 点を下流端とする管路の人孔から

溢水している．A 点は排水箇所であるが，逆流防止弁は設置されていな

い．11820 s 時点の潮位は 2.25 m T.P.で，海岸沿いの標高は約 3 m である

ので，高潮が直接浸水をもたらしたわけではない．潮位上昇によって海

域へ雨水が排水されず，管路や人孔へ雨水が溜まり，最終的に人孔から

の溢水が発生したと考えられる． 

４．おわりに 

 本研究では，内水氾濫と高潮による複合災害を想定したシミュレーシ

ョンを行った結果，内水氾濫単独のシミュレーションの場合よりも，高

潮の影響を考慮した場合の方が，内水氾濫の浸水域や浸水深を増加させ

ることを確認した． 

地域の住民が内水氾濫ハザードマップのみを参照して災害リスクを

評価して避難の計画（タイミングや経路）を立てていた場合，予定して

いた避難経路が使えないという想定外の状況を生じさせ得る．今後は，本

研究で使用した内水と高潮の複合要因による氾濫解析と住民の避難行動

を統合させたシミュレーションを構築し，当地区における被災リスクの評価に活用することを検討している。 
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図-5 潮位波形 
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図-6 Case01の浸水状況 
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図-7 Case02の浸水状況 
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